
要
旨

本
稿
で
は
、
流
布
本
『
曾
我
物
語
』
巻
六
「
大
磯
の
盃
論
の
事
」
か
ら
始
ま
る
和
田
酒
盛
の
物
語
を
、
絵
入
古
活
字
本
『
曾
我
物
語
』
の
挿
絵

を
端
緒
に
し
て
、
舞
の
本
『
和
田
酒
盛
』
や
古
浄
瑠
璃
正
本
『
わ
だ
ざ
か
も
り
」
の
各
挿
絵
に
注
目
し
て
考
察
を
試
み
た
。
ま
ず
は
、
草
摺
引
の

挿
絵
の
検
討
か
ら
、
絵
入
古
活
字
本
の
挿
絵
と
絵
馬
の
関
係
や
寛
文
三
年
版
『
曾
我
物
語
』
に
よ
る
舞
の
本
『
和
田
酒
盛
』
の
挿
絵
の
摂
取
の
様

相
を
示
し
た
。
次
に
、
楊
貴
妃
双
六
説
話
の
挿
絵
の
検
討
か
ら
、
古
浄
瑠
璃
正
本
『
わ
だ
ざ
か
も
り
』
に
よ
る
寛
文
三
年
版
『
曾
我
物
語
』
の
摂

取
を
指
摘
し
、
和
田
酒
盛
證
に
お
け
る
挿
絵
の
継
承
と
刷
新
の
動
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
各
章
の
考
察
を
通
じ
て
、
流
動
的
な
挿
絵
の
性
質
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
一
作
品
の
異
同
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
絵
入
版
本
の
挿

絵
を
含
め
た
、
多
様
な
絵
画
メ
デ
ィ
ア
へ
の
目
配
り
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

和
田
酒
盛
證
考

ｌ
『
曾
我
物
語
』
・
舞
の
本
・
古
浄
瑠
璃
正
本
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

宮
腰
直
人
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な
る
と
、

ら
れ
る
。

（
１
）

こ
れ
ま
で
『
曾
我
物
語
』
の
絵
入
本
に
関
す
る
研
究
は
、
村
上
学
氏
や
岡
雅
彦
氏
、
小
井
士
守
敏
氏
ら
に
よ
る
研
究
が
備
わ
る
。
と
り

わ
け
、
村
上
氏
の
先
駆
的
な
研
究
は
、
『
曾
我
物
語
』
の
挿
絵
が
、
（
一
）
絵
入
古
活
字
ｌ
寛
永
無
刊
記
版
系
統
、
（
二
）
寛
文
三
年
版
系

統
、
（
三
）
寛
延
三
年
版
系
統
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
以
後
の
『
曾
我
物
語
』
の
挿
絵
研
究
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
幸
若
舞
曲
の
テ
キ
ス
ト
た
る
舞
の
本
が
、
近
世
初
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
挿
絵
を
伴
い
、
絵
巻
や
絵
入
本
で
読
み
継
が
れ
て
い

（
２
）

た
こ
と
は
、
小
林
健
二
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
語
り
物
芸
能
と
し
て
の
幸
若
舞
が
、
近
世
に
な
り
、
次
第
に
そ
の
活
動
範

虎
や
祐
成
、
時
宗
や
朝
比
奈
が
活
躍
す
る
和
田
酒
盛
謂
の
起
伏
に
富
ん
だ
一
連
の
場
面
は
、
十
六
世
紀
に
は
、
幸
若
舞
曲
『
和
田
酒
盛
』

に
結
実
し
、
幸
若
と
大
頭
の
二
大
流
派
の
み
な
ら
ず
、
近
世
初
期
に
は
女
舞
と
し
て
も
た
び
た
び
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
諸
記
録
か
ら
確
認

で
き
る
。
中
世
後
期
か
ら
近
世
前
期
に
か
け
て
、
人
び
と
は
テ
キ
ス
ト
と
語
り
物
芸
能
と
、
双
方
で
和
田
酒
盛
の
物
語
を
享
受
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
享
受
の
問
題
を
さ
ら
に
探
る
上
で
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
物
語
に
挿
絵
を
付
し
た
絵
入
本
の
出
現
で
あ
ろ
う
。
寛
永
期
に

な
る
と
、
『
曾
我
物
語
』
も
舞
の
本
も
絵
入
版
本
で
刊
行
さ
れ
、
和
田
酒
盛
の
物
語
も
挿
絵
を
伴
っ
て
多
く
の
読
者
を
獲
得
し
た
と
考
え

流
布
本
『
曾
我
物
語
』
巻
六
に
は
、
遊
女
・
大
磯
の
虎
が
和
田
義
盛
の
思
い
差
し
を
拒
否
し
て
、
曾
我
十
郎
祐
成
へ
差
す
場
面
を
端
緒

と
す
る
、
和
田
酒
盛
の
物
語
が
あ
る
。
虎
が
義
盛
と
祐
成
の
間
で
葛
藤
す
る
場
面
や
、
兄
・
祐
成
の
危
機
に
馳
せ
参
じ
た
五
郎
時
宗
が
朝

比
奈
と
力
比
べ
を
し
、
義
盛
に
そ
の
威
勢
を
誇
る
場
面
は
、
語
り
物
文
芸
と
し
て
の
『
曾
我
物
語
』
の
魅
力
を
端
的
に
あ
ら
わ
す
物
語
の

比
奈
と
力
比
べ
を
し
、
義
盛
』

一
つ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

｜
、
は
じ
め
に
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こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
問
題
と
な
る
の
が
、
絵
入
本
と
し
て
の
『
曾
我
物
語
』
と
、
挿
絵
入
り
の
舞
の
本
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に

（
３
）

関
し
て
重
要
な
指
摘
が
村
上
学
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
村
上
氏
は
、
絵
入
古
活
字
本
を
始
め
と
す
る
『
曾
我
物
語
』
の
絵
入
本
と

舞
の
本
の
接
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
特
に
寛
文
三
年
〈
’
六
六
三
〉
版
の
巻
八
に
、
舞
の
本
『
夜
討
曾
我
』
の
挿
絵
か
ら
の
影
響
が
み
ら

れ
る
と
す
る
。
示
唆
的
な
見
解
で
、
こ
れ
は
舞
の
本
の
挿
絵
の
浸
透
力
を
示
す
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
舞
の
本
の
曾
我
物
の
本
文

（
４
）

が
、
仮
名
本
系
統
の
『
曾
我
物
語
』
に
基
づ
く
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
る
通
り
だ
が
、
出
版
文
化
に
お
け
る
挿
絵
の
改
訂
に
お
い
て
は
、

む
し
ろ
、
逆
転
し
た
現
象
が
起
き
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
当
然
、
他
の
場
面
に
も
想
定
さ
れ
、
さ
ら
に
検
討
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
周
知

の
ご
と
く
、
『
曾
我
物
語
』
の
影
響
は
、
舞
曲
に
限
定
さ
れ
な
い
。
近
世
に
な
る
と
、
古
浄
瑠
璃
正
本
、
近
松
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
に
ま
で
、

曾
我
兄
弟
の
物
語
は
変
容
を
と
げ
な
が
ら
波
及
し
て
ゆ
く
。
挿
絵
の
考
察
に
際
し
て
も
、
同
時
代
の
絵
入
版
本
の
挿
絵
を
含
め
、
多
様
な

絵
画
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
を
視
野
に
お
さ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
動
態
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

小
稿
で
は
、
右
の
問
題
認
識
に
基
づ
き
、
『
曾
我
物
語
』
巻
六
所
載
の
和
田
酒
盛
を
め
ぐ
る
一
連
の
章
段
と
、
舞
の
本
『
和
田
酒
盛
』

を
、
和
田
酒
盛
諄
と
名
づ
け
、
近
世
前
期
の
『
曾
我
物
語
』
の
絵
画
化
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
お
、
舞
の
本

『
和
田
酒
盛
』
に
つ
い
て
は
、
古
浄
瑠
璃
正
本
『
わ
だ
ざ
か
も
り
』
（
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
刊
）
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
絵
入
版
本
「
曾
我
物
語
』
と
舞
の
本
、
舞
の
本
と
古
浄
瑠
璃
正
本
、
二
つ
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
、
考
察
を
進

め
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

囲
が
限
定
さ
れ
て
い
く
の
に
対
し
て
、
挿
絵
を
伴
っ
た
舞
の
本
は
、
豪
華
な
絵
巻
や
絵
入
版
本
と
し
て
制
作
さ
れ
、
読
者
を
得
て
い
た
こ
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を
引
い
て
お
こ
う
。

現
存
す
る
『
曾
我
物
語
』
の
絵
入
版
本
で
最
も
刊
行
が
早
い
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
と
さ
れ
る
の
が
、
挿
絵
を
十
コ
マ
の
絵
駒
で
組
ん
だ
絵

入
古
活
字
版
『
曾
我
物
語
』
（
元
和
寛
永
頃
刊
）
で
あ
る
（
以
下
、
絵
入
古
活
字
本
と
略
す
）
・
本
書
に
つ
い
て
は
、
岡
雅
彦
氏
に
よ
っ
て
、

（
５
）

特
異
な
挿
絵
の
構
成
が
問
題
点
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
岡
氏
は
挿
絵
の
組
み
合
わ
せ
を
論
じ
つ
つ
、
絵
入
古
活
字
本
の
図
像
が
近
世

初
期
の
絵
入
写
本
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
本
『
曾
我
物
語
」
の
挿
絵
と
は
直
接
的
な
関
係
が
見
い
だ
せ
な
い
点
に
言
及
す
る
。
傾
聴
す
べ
き

見
解
で
、
絵
入
古
活
字
本
の
解
明
は
、
組
み
合
わ
せ
の
問
題
は
も
と
よ
り
、
各
場
面
の
挿
絵
の
読
解
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る
。

絵
入
古
活
字
本
に
お
い
て
和
田
酒
盛
證
に
相
当
す
る
の
は
、
巻
六
「
大
磯
の
盃
論
の
事
」
か
ら
始
ま
る
一
連
の
場
面
で
あ
る
。
ま
ず
は

和
田
酒
盛
證
の
絵
画
化
を
追
究
す
る
上
で
手
が
か
り
と
な
る
草
摺
引
き
の
場
面
を
見
て
お
く
。
巻
六
「
朝
比
奈
と
五
郎
力
く
ら
べ
の
事
」

祐
成
の
危
機
に
駆
け
付
け
た
時
宗
の
気
配
に
気
づ
い
た
朝
比
奈
が
障
子
を
ひ
ら
く
と
、
そ
こ
に
四
天
王
を
思
わ
せ
る
時
宗
の
姿
が
あ
っ

五
郎
が
立
ち
た
る
前
の
障
子
を
引
き
あ
け
見
れ
ば
、
案
に
違
は
ず
、
時
致
は
、
四
天
王
を
作
り
損
じ
た
る
様
に
て
、
踏
み
し
か
り
て

ぞ
立
ち
た
り
け
る
。
朝
比
奈
、
過
た
ず
、
狂
言
に
取
り
成
し
て
、
「
客
人
ま
し
ま
す
ぞ
や
。
此
方
へ
入
ら
せ
給
へ
」
と
て
、
草
摺
二

三
間
、
む
ず
と
取
り
て
引
き
け
れ
ど
も
、
少
し
も
は
た
ら
か
ず
。
磐
石
な
り
共
、
義
秀
が
手
を
掛
け
な
ぱ
、
動
か
ぬ
事
有
る
べ
き
か

と
思
ひ
、
力
に
任
せ
、
ゑ
い
や
ゑ
い
や
と
引
き
け
れ
共
、
五
郎
、
物
と
も
思
は
ね
ば
、
引
く
と
も
無
く
、
引
か
る
る
共
な
く
、
あ
ざ

笑
い
て
ぞ
立
ち
た
り
。
大
力
に
引
か
れ
て
、
横
縫
草
摺
こ
ら
へ
ず
、
一
度
に
き
れ
て
、
朝
比
奈
は
、
後
ろ
へ
、
ど
う
ど
倒
れ
け
れ
ば
、

五
郎
は
、
少
し
も
は
た
ら
か
で
、
二
王
だ
ち
に
ぞ
立
ち
た
り
け
る
。

’
一
、
草
摺
引
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
絵
入
古
活
字
本
『
曾
我
物
語
』
の
挿
絵
か
ら

（
国
文
学
研
究
資
料
館
本
）
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た
。
朝
比
奈
は
と
り
な
し
て
酒
宴
に
招
き
入
れ
よ
う
と
し
、
鎧
の
草
摺
を
引
く
も
の
の
、
時
宗
は
一
向
に
動
く
様
子
が
な
い
。
大
力
の
朝

比
奈
が
更
に
時
宗
の
草
摺
を
引
く
と
、
遂
に
草
摺
は
切
れ
て
、
朝
比
奈
は
後
ろ
へ
倒
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
不
動
の
時
宗
に
対
し
て
、

朝
比
奈
が
懸
命
に
草
摺
を
引
く
姿
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
面
を
挿
絵
で
は
、
縁
側
で
二
人
の
つ
わ
も
の
が
草
摺
を
引
き
あ
う
様
子
を
描
く
（
図
１
）
。
縁
側
の
上
方
で
髪
を
逆
立
て
太
刀

に
手
を
か
け
て
い
る
の
が
時
宗
、
そ
れ
に
対
し
、
腰
を
落
と
し
草
摺
を
引
く
の
が
朝
比
奈
で
あ
る
。
朝
比
奈
の
袴
に
は
、
鶴
の
紋
が
施
さ

れ
て
い
る
。
加
え
て
、
室
内
に
は
、
二
人
の
力
く
ら
べ
を
見
守
る
人
物
も
添
え
ら
れ
る
。

こ
の
挿
絵
は
、
後
に
浮
世
絵
や
絵
馬
の
画
題
と
し
て
展
開
し
て
ゆ
く
草
摺
引
の
ご
く
早
い
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
草
摺
引
の
図
像

に
つ
い
て
、
ま
ず
参
照
す
べ
き
は
、
長
谷
川
久
蔵
筆
の
大
絵
馬
「
朝
比
奈
草
摺
引
曳
図
」
で
あ
ろ
う
（
図
２
）
。
土
居
次
義
氏
の
考
証
に

（
６
）

よ
れ
ば
、
久
蔵
は
、
長
谷
川
等
伯
の
子
で
、
天
文
二
十
年
（
一
五
五
二
に
こ
の
絵
馬
を
清
水
寺
に
奉
納
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

年
、
久
蔵
は
二
十
五
歳
で
、
二
年
後
の
文
禄
二
年
に
没
し
て
い
る
。

あ
ら
た
め
て
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
時
宗
が
頭
髪
を
逆
立
て
て
太
刀
の
柄
を
握
る
姿
や
朝
比
奈
が
鶴
の
紋
を
付
け
て
五
郎
の
草
摺
を

引
く
姿
は
ま
さ
に
「
朝
比
奈
草
摺
引
曳
図
」
に
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
管
見
の
限
り
、
鶴
の
紋
と
と
も
に
朝
比
奈
が
描
か
れ
る

（
７
）

図
像
は
、
こ
の
絵
馬
が
最
も
早
い
。
絵
入
古
活
字
本
の
挿
絵
は
、
こ
の
点
も
採
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
図
像
は
寛
永
無
刊
記
整

版
を
踏
襲
す
る
正
保
三
年
版
に
も
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
（
図
３
）
。

「
朝
比
奈
草
摺
引
曳
図
」
の
図
様
は
、
菱
川
師
宣
の
『
大
和
武
者
絵
』
（
延
宝
八
年
〈
一
六
八
○
〉
頃
刊
）
や
『
団
扇
づ
く
し
』
（
天
和

四
年
〈
一
六
八
四
〉
刊
）
、
『
古
今
武
士
道
絵
づ
く
し
』
（
貞
享
二
年
〈
一
六
八
五
〉
刊
）
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、
大
森
善
清
『
よ
ろ
ひ
桜
』

（
元
禄
十
五
年
〈
一
七
○
二
〉
刊
）
、
『
花
洛
絵
馬
評
判
」
（
正
徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉
刊
）
や
橘
守
国
『
絵
本
写
宝
袋
』
（
享
保
五
年
〈
一

七
二
○
〉
刊
）
巻
五
と
い
っ
た
上
方
絵
本
に
も
掲
載
さ
れ
、
多
く
の
武
者
絵
の
規
範
と
な
っ
た
こ
と
が
、
岩
切
友
里
子
氏
の
論
考
に
よ
っ
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参
照
し
た
と
み
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
、
長
谷
川
』

（
８
）

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
注
目
に
値
す
る
の
は
、
絵
手
本
の
性
格
を
有
す
『
絵
本
写
宝
袋
』
の
挿
絵
で
あ
る
（
図
４
）
。
「
朝

比
奈
草
摺
を
引
」
と
題
さ
れ
た
本
図
に
は
、
「
時
宗
鎧
沢
潟
威
し
、
小
札
金
お
ど
し
糸
緑
青
。
上
は
褐
に
衣
装
定
な
し
。
風
蝶
を
墨
に
て

書
き
た
る
あ
り
。
下
は
こ
ん
也
。
是
夜
討
の
時
に
着
す
上
下
褐
の
事
あ
り
。
褐
は
色
わ
う
ど
な
り
。
此
時
は
上
下
と
も
朱
に
て
仕
立
る
事

あ
り
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
比
奈
も
「
朝
比
奈
素
襖
袴
こ
ん
ぜ
う
、
紋
白
舞
鶴
、
あ
る
ひ
は
三
巴
」

と
注
記
が
付
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
言
説
か
ら
は
画
題
と
し
て
の
草
摺
引
が
一
定
の
約
束
事
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
絵
入
古
活
字
本
の
挿
絵
は
、
右
の
近
世
の
武
者
絵
本
に
先
行
す
る
、
ご
く
初
期
の
草
摺
引
の
図
像
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
久
蔵
の
絵
馬
の
影
響
は
、
寛
永
期
に
出
版
さ
れ
た
舞
の
本
「
和
田
酒
盛
』
の
挿
絵
に
も
確
認
で
き
る
（
図
５
）
。

こ
ち
ら
の
図
像
で
は
時
宗
の
頭
髪
の
違
い
は
顕
著
で
あ
る
も
の
の
、
時
宗
と
朝
比
奈
の
姿
形
は
簡
潔
な
が
ら
対
応
が
見
出
さ
れ
る
。

「
朝
比
奈
草
摺
引
曳
図
」
が
『
よ
ろ
ひ
桜
』
や
『
絵
本
写
宝
袋
』
と
い
っ
た
絵
本
に
写
さ
れ
る
一
方
で
、
た
と
え
ば
、
同
じ
長
谷
川
派

（
９
）

の
絵
師
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
こ
と
は
、
個
人
蔵
「
武
者
絵
屏
風
」
の
伝
存
か
ら
判
明
す
る
。
武
者
絵
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
形
成
の
な
か
で
、

草
摺
引
の
図
像
は
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

時
代
は
降
る
が
、
井
原
西
鶴
『
西
鶴
織
留
』
（
元
禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉
刊
）
巻
四
「
命
に
掛
の
乞
所
」
に
は
、
久
蔵
の
「
朝
比
奈
草

摺
引
曳
図
」
に
描
か
れ
た
朝
比
奈
の
鶴
の
紋
を
話
題
と
す
る
言
説
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
節
に
、
「
惣
じ
て
絵
馬
は
万
人
の
目

に
か
か
れ
ば
、
か
り
そ
め
な
が
ら
大
事
の
物
な
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
絵
馬
と
い
う
絵
画
メ
デ
ィ
ア
が
人
び
と
の
図
像
の
共
有
に
一

定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
絵
入
古
活
字
本
の
挿
絵
を
担
っ
た
絵
師
は
、
い
ず
れ
か
の
手
段
で
大
絵
馬
の
図
像
を

は
、

こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
、
長
谷
川
久
蔵
は
何
に
着
想
を
得
て
こ
の
大
絵
馬
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
久
蔵
が
生
き
て
い
た
天
文
年
間

（
、
）

禁
裏
に
ほ
ぼ
毎
年
正
月
に
、
千
秋
万
歳
が
参
内
し
、
曲
舞
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
人
気
曲
の
『
和
田
酒
盛
』
も
し
ば
し
ば
演
じ
ら
れ
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て
い
た
・
折
し
も
、
「
朝
比
奈
草
摺
引
曳
図
」
が
清
水
寺
に
奉
納
さ
れ
た
天
文
二
十
年
の
正
月
五
日
に
も
、
禁
裏
で
声
聞
師
・
北
畠
が
「
和

田
酒
盛
」
を
演
じ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
「
言
継
卿
記
』
）
。
後
に
「
本
朝
画
史
』
（
元
禄
六
年
〈
一
六
九
三
〉
刊
）
で
は
、
こ
の
絵
馬
の

画
題
を
「
和
田
酒
宴
之
掛
図
」
と
し
、
草
摺
引
の
背
後
に
あ
る
和
田
酒
盛
證
を
示
唆
す
る
。
直
接
的
な
影
響
は
と
も
か
く
、
久
蔵
が
こ
う

し
た
画
題
を
大
絵
馬
に
仕
立
て
た
背
景
に
は
、
同
時
代
の
舞
曲
の
盛
行
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
舞
曲
と
絵
画
メ
デ
ィ
ア
の
相
関

（
皿
）

を
示
す
貴
重
な
事
例
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
、
絵
入
古
活
字
本
の
挿
絵
と
「
朝
比
奈
草
摺
引
曳
図
」
の
一
致
は
、
二
○
○
図
に
も
及
ぶ
挿
絵
の
わ
ず
か
一
図
の

経
路
を
追
究
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
初
期
の
出
版
文
化
に
出
現
し
た
特
異
な
絵
入
本
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
組
み

合
わ
せ
絵
と
い
う
手
法
の
意
義
の
検
討
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
個
々
の
図
像
の
形
成
基
盤
か
ら
探
る
必
要
が
あ
る
。
幸
い
、
『
曾
我
物
語
』

（
胆
）

に
は
絵
馬
だ
け
で
は
な
く
、
絵
入
版
本
に
先
行
す
る
と
み
ら
れ
る
屏
風
絵
も
少
な
か
ら
ず
遣
さ
れ
て
い
る
。

草
摺
引
の
挿
絵
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
『
曾
我
物
語
』
の
挿
絵
に
お
け
る
図
像
形
成
の
基
盤
が
、
語
り
物
文
化
に
育
ま
れ
た
絵
画
メ
デ
ィ

（
過
）

ア
の
展
開
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

幸
若
舞
曲
『
和
田
酒
盛
』
は
、
仮
名
本
系
統
の
『
曾
我
物
語
』
を
基
調
と
し
つ
つ
、
十
郎
と
虎
を
軸
と
す
る
前
段
と
、
時
宗
と
朝
比
奈

（
Ｍ
）

を
中
心
と
す
る
後
段
に
わ
け
て
、
語
り
物
と
し
て
の
表
現
に
磨
き
を
か
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
は
、
挿
絵
読
解
の
前
提
と
し
て
、
舞
の
本
『
和
田
酒
盛
』
（
寛
永
頃
刊
。
以
下
、
舞
の
本
と
略
す
）
に
お
け
る
草
摺
引
の
場
面
を

見
て
お
こ
う
。
以
下
、
長
文
な
の
で
分
割
し
て
引
く
。

三
、
草
摺
引
の
展
開
ｌ
舞
の
本
と
『
曾
我
物
語
』
の
交
錯
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時
宗
の
草
摺
を
一
旦
は
引
い
た
も
の
の
、
そ
れ
で
は
動
か
な
い
。
つ
い
で
、
も
う
一
度
朝
比
奈
が
草
摺
引
に
挑
む
と
い
う
展
開
は
、
『
曾

我
物
語
』
の
段
階
か
ら
さ
ら
に
強
調
さ
れ
、
舞
曲
に
よ
る
付
加
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
「
朝
比
奈
が
力
の
出
る
し
る
し
に
」
以
下
に
続

（
脂
）

く
波
線
部
の
表
現
は
特
徴
的
で
、
舞
曲
の
語
り
口
を
妨
佛
と
さ
せ
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
朝
比
奈
の
挑
戦
に
対
し
て
、
時
宗
が
対
応
す

刀
を
七
八
尺
寛
げ
」

て
ぞ
立
た
り
け
る
」

様
子
が
語
ら
れ
る
。

間
の
障
子
を
ざ
っ
と
開
け
、
内
を
き
っ
と
見
て
あ
れ
ば
、
何
は
知
ら
ね
ど
も
、
六
尺
豊
か
成
大
男
の
、
胸
板
見
れ
ば
、
真
白
な
る
が
、

五
尺
余
り
成
太
刀
を
七
八
尺
寛
げ
、
懸
ら
ぱ
切
り
よ
げ
に
見
え
し
か
ば
、
鬼
の
や
う
な
る
朝
比
奈
も
、
た
だ
膝
震
う
て
ぞ
立
た
り
け

る
。
い
か
に
や
御
身
は
五
郎
殿
に
て
ま
し
ま
す
か
。
舎
兄
祐
成
も
座
敷
に
ま
し
ま
す
に
、
な
ど
出
て
酒
盛
を
ぱ
し
給
は
ぬ
ぞ
と
有
し

か
ば
、
時
宗
聞
て
、
仰
畏
ま
っ
て
候
へ
ど
も
、
御
覧
ぜ
ら
れ
候
ご
と
く
、
白
衣
で
候
と
て
出
も
せ
ず
。
（
新
古
典
大
系
）

絵
入
古
活
字
本
の
時
宗
が
「
四
天
王
」
に
警
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
舞
の
本
で
は
、
「
六
尺
豊
か
成
大
男
」
が
「
五
尺
余
り
成
太

を
七
八
尺
寛
げ
」
と
具
体
的
に
そ
の
強
者
ぶ
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
時
宗
に
畏
怖
す
る
朝
比
奈
は
、
「
た
だ
膝
震
う

ぞ
立
た
り
け
る
」
と
さ
れ
、
両
者
の
対
比
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
続
く
場
面
で
は
、
時
宗
に
負
け
じ
と
大
力
を
出
す
朝
比
奈
の

生
害
な
り
と
思
ひ
て
、
朝
比
奈
が
力
の
出
る
し
る
し
に
、
左
右
の
腕
と
肱
に
力
筋
と
い
ふ
も
の
が
、
十
四
五
、
二
三
十
、
ふ
つ
ふ
つ

朝
比
奈
、
心
に
思
ふ
や
う
、
げ
に
や
ら
ん
。
五
郎
は
蛇
に
綱
を
付
け
た
り
と
も
、
馬
な
ら
ば
乗
ら
ん
と
広
言
す
る
と
聞
き
つ
る
も
の

を
。
座
興
な
が
ら
、
実
に
力
の
ほ
ど
を
た
め
さ
ば
や
と
思
ひ
、
げ
に
、
御
辺
は
出
ま
じ
い
か
と
言
ふ
ま
ま
に
、
走
り
懸
っ
て
、
腹
巻

の
草
摺
二
三
枚
、
か
ひ
掴
ん
で
胴
の
板
に
引
つ
締
め
、
前
へ
ゑ
い
、
や
つ
と
言
ふ
て
引
け
れ
共
、
ち
つ
と
も
さ
ら
に
働
か
ず
。
げ
に

是
は
強
か
り
け
る
ぞ
や
。
（
中
略
）
小
林
の
朝
比
奈
と
て
、
名
に
し
負
ふ
た
る
某
が
五
郎
を
只
今
座
敷
へ
引
き
出
さ
ぬ
も
の
な
ら
ば
、

型
の
直
に
飾
広
針
を
臨
乍
り
前

再
二
可
４
詞
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あ
ふ
、
仰
々
し
の
有
様
や
。
宇
佐
美
、
楠
美
、
河
津
、
三
ケ
の
庄
の
う
ち
に
し
て
、
荒
馬
乗
っ
て
の
大
力
の
五
郎
と
呼
ば
れ
、
朝
比

奈
ほ
ど
の
小
男
に
闇
々
と
引
か
れ
て
座
敷
へ
は
出
ま
じ
も
の
。
げ
に
、
強
く
引
く
な
ら
ば
、
三
枚
の
草
摺
が
切
る
る
か
、
膝
の
節
が

違
ふ
か
、
踏
ま
へ
た
板
が
大
地
へ
落
ち
着
く
か
、
三
つ
に
一
つ
は
定
の
も
の
と
思
ひ
て
、
踏
ん
じ
か
つ
て
立
っ
た
。
ば
つ
し
ん
を
苛

ら
げ
、
前
へ
、
ゑ
い
と
引
た
。
後
ろ
へ
ゑ
い
と
退
ひ
た
。
草
摺
切
れ
て
退
き
け
れ
ど
、
立
ち
所
を
去
ら
ず
し
て
、
踏
ん
じ
か
つ
て
立

た
、
曾
我
の
五
郎
時
宗
を
大
力
と
申
て
、
怖
ぢ
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
れ
。

時
宗
と
朝
比
奈
の
草
摺
を
引
き
あ
う
様
子
に
舞
曲
の
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
舞
の
本
の
挿
絵
は
先
に
確
認
し
た
通
り

で
（
図
５
）
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
本
の
『
和
田
酒
盛
』
の
挿
絵
で
も
時
宗
と
朝
比
奈
が
草
摺
を
引
き
あ
う
姿
形
は
、
久
蔵
の
絵
馬
以
来
の

（
焔
）

図
像
の
定
型
に
そ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
国
会
図
書
館
本
の
挿
絵
を
あ
げ
て
お
く
（
図
６
）

舞
の
本
で
は
、
本
文
と
対
応
し
て
縁
側
で
描
か
れ
て
い
た
二
人
の
姿
が
、
国
会
図
書
館
本
で
は
、
室
内
か
ら
縁
側
を
見
る
構
図
で
描
か

れ
て
い
る
。
時
宗
と
朝
比
奈
、
二
人
の
姿
形
を
定
型
に
拠
り
つ
つ
も
、
構
図
を
か
え
る
と
い
う
手
法
は
、
静
岡
市
立
芹
澤
鮭
介
美
術
館
本

『
和
田
酒
盛
」
や
、
チ
ェ
ス
タ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
本
『
和
田
酒
盛
』
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
奈
良
絵
本
の
挿
絵
で
も
草
摺
引
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
場
面
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
草
摺
引
の
場
面
を
確
認
し
た
上
で
注
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
を
付
し
た
「
荒
馬
乗
っ
て
の
大
力
の
五
郎
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
曾
我
物
語
』
に
は
な
く
、
舞
の
本
独
自
の
記
述
で
あ
り
、
舞
曲
に
お
い
て
増
補
さ
れ
た
場
面
と
関
わ
っ
て
い
る
。

『
曾
我
物
語
』
巻
六
「
五
郎
大
磯
へ
行
し
事
」
は
、
時
宗
が
父
の
供
養
の
た
め
に
本
尊
に
向
か
い
、
『
法
華
経
』
を
よ
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
急
に
胸
騒
ぎ
が
し
て
、
太
刀
を
手
に
取
り
、
馬
に
鞍
も
つ
け
ず
に
大
磯
に
駆
け
付
け
る
と
い
う
筋
立
て
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
舞

の
本
で
は
、
時
宗
が
矢
の
根
を
磨
い
て
い
る
問
に
居
眠
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
枕
上
に
祐
成
が
立
ち
、
注
意
を
促
す
と
い
う
筋
立
て
に
改
変

る
の
が
次
の
場
面
で
あ
る
。
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か
か
り
け
る
所
に
、
舎
兄
助
成
、
枕
上
に
立
ち
寄
ら
せ
給
ひ
て
、
や
あ
、
い
か
に
時
宗
。
そ
れ
張
良
が
四
十
二
ケ
条
の
兵
法
の
巻
物

を
学
し
た
り
と
い
へ
ど
も
、
酒
を
過
し
ぬ
れ
ば
、
何
に
も
劣
れ
り
。
千
日
し
た
る
用
心
も
、
目
を
強
く
寝
れ
ば
、
一
夜
に
無
に
な
る

ぞ
。
か
ほ
ど
の
白
昼
に
、
さ
や
う
に
豊
か
に
臥
す
物
か
。
や
あ
、
起
き
よ
、
起
き
よ
と
、
二
三
度
、
四
五
度
起
さ
せ
給
ふ
と
夢
に
見

て
、
か
つ
ぱ
と
起
き
、
辺
り
に
見
る
に
人
は
な
し
。
不
思
議
さ
よ
と
思
ひ
、
下
女
を
近
付
け
て
、
十
郎
殿
は
と
問
ぱ
、
下
女
承
て
、

宵
よ
り
も
大
磯
に
て
、
是
は
留
守
と
申
。
時
宗
聞
て
、
籾
は
疑
ふ
と
こ
ろ
な
し
。
敵
工
藤
祐
経
が
一
騎
打
っ
て
通
る
を
五
郎
だ
に
も

有
な
ら
ば
、
恥
あ
る
矢
を
も
一
筋
射
て
、
腹
切
ら
ば
や
と
思
召
が
か
く
面
影
に
立
つ
か
。

こ
れ
か
ら
起
き
る
危
機
に
対
し
て
、
枕
上
に
人
物
が
立
っ
て
予
言
す
る
と
い
う
趣
向
は
、
舞
曲
『
烏
帽
子
折
』
や
『
山
中
常
盤
』
に
も

見
ら
れ
、
舞
曲
の
物
語
の
手
法
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
本
場
面
は
挿
絵
に
も
描
か
れ
、
舞
の
本
の
独
自
の
場
面
で
あ
っ
た
。
祐
成
に
諭

さ
れ
た
時
宗
は
、
父
・
河
津
三
郎
所
縁
の
太
刀
を
手
に
取
り
、
鞍
も
つ
け
ず
に
馬
に
乗
っ
て
駆
け
つ
け
る
。

鞍
置
か
む
隙
が
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
端
綱
、
腹
掛
引
ち
ぎ
っ
て
、
洗
轡
を
は
め
さ
せ
、
引
き
寄
せ
ゆ
ら
り
と
打
ち
乗
り
、
廻
れ
ぱ
三
里
、

直
ぐ
に
打
て
ば
五
十
町
、
廻
ら
ば
時
刻
も
移
り
な
ん
と
思
ひ
、
曾
我
中
村
に
さ
し
か
か
り
、
駆
け
煽
っ
て
は
し
と
と
打
ち
、
し
と
と

打
て
は
駆
け
煽
ち
、
駒
に
白
泡
噛
ま
せ
、
只
一
打
に
と
急
ひ
だ
る
、
時
宗
が
心
中
、
明
日
は
無
間
果
羅
国
の
閻
浮
の
塵
と
も
成
ら
ぱ

成
れ
、
今
日
に
を
ひ
て
、
時
宗
、
あ
つ
、
頼
も
し
く
見
え
に
け
る
。

『
曾
我
物
語
』
に
も
同
内
容
の
記
述
は
あ
る
が
、
舞
曲
で
は
さ
ら
に
時
宗
が
馬
に
乗
る
場
面
に
力
点
を
お
き
、
「
駆
け
煽
っ
て
は
し
と

と
打
ち
、
し
と
と
打
て
は
駆
け
煽
ち
」
と
躍
動
感
の
あ
る
表
現
で
、
こ
の
場
面
の
緊
張
感
を
あ
ら
わ
す
。
「
荒
馬
乗
っ
て
の
」
の
一
節
は

こ
の
場
面
と
重
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
挿
絵
で
は
、
時
宗
が
斑
模
様
の
馬
を
走
ら
せ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
７
）
。
絵
入
古
活

字
本
の
巻
六
「
五
郎
大
磯
へ
行
し
事
」
の
挿
絵
に
も
時
宗
が
斑
模
様
の
馬
に
乗
り
、
大
磯
の
宿
に
到
着
し
、
下
女
に
案
内
を
乞
う
様
子
が

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
本
文
を
引
い
て
お
く
。

／
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な
お
、
既
述
の
ご
と
く
、
寛
文
三
年
版
の
『
曾
我
物
語
』
に
は
、
舞
の
本
の
挿
絵
の
影
響
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
時

宗
と
馬
と
を
描
く
舞
の
本
の
挿
絵
の
図
様
が
寛
文
三
年
版
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
図
９
）
。
し
か
も
、
こ
の

斑
模
様
の
馬
は
、
草
摺
引
の
場
面
に
も
添
え
ら
れ
て
い
る
（
図
Ⅲ
）
。
明
ら
か
に
前
の
場
面
と
の
連
続
性
が
看
取
さ
れ
、
駆
け
つ
け
た
時

宗
の
勢
い
を
示
す
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
舞
の
本
の
挿
絵
の
摂
取
に
と
ど
ま
ら
ず
、
馬
を
添
え
る
こ
と
で
次
の
場
面
と
の
連
結
を
は
か

っ
て
い
る
点
に
寛
文
三
年
版
の
工
夫
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
草
摺
引
の
後
、
時
宗
が
酒
宴
の
場
に
乗
り
込
み
、
和
田
義
盛
と
対
時
す
る

場
面
は
、
舞
の
本
の
挿
絵
で
は
、
義
盛
が
引
き
出
物
の
鎧
を
与
え
よ
う
と
す
る
と
い
う
本
文
に
対
応
し
た
図
様
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
寛
文
三
年
版
で
は
時
宗
が
盃
で
酒
を
飲
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
Ⅱ
）
。
こ
れ
は
本
文
で
朝
比
奈
が
時
宗
の
前
に

置
い
た
盃
を
飲
み
干
す
と
い
う
場
面
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
舞
の
本
の
挿
絵
を
取
り
込
み
つ
つ
、
さ
ら
に
時
宗
の
活
躍
を
印
象
付
け
る
寛
文

三
年
版
の
独
自
の
趣
向
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
文
三
年
版
の
舞
の
本
の
挿
絵
摂
取
は
、
先
行
図
像
の
単
純
な
借
用
で
は
な
く
、
物
語

を
新
た
に
甦
ら
せ
る
た
め
の
積
極
的
な
工
夫
と
し
て
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
文
内
容
か
ら
は
、
『
曾
我
物
語
』
と
曾
我
物
の
舞
曲
と
が
相
違
す
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
特
に
舞
曲
の
本
文
は
語
り
物
の
詞

章
で
あ
り
、
『
曾
我
物
語
』
と
は
、
自
ず
と
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
出
版
文

化
に
お
け
る
挿
絵
の
形
成
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
、
両
者
は
互
換
性
を
有
す
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
基
本
的
に
『
曾
我
物
語
』
と
曾

描
か
れ
て
お
り
（
図
８
）
、
先
後
関
係
は
未
詳
だ
が
既
存
の
図
像
を
参
照
し
て
、
舞
の
本
の
挿
絵
は
描
か
れ
た
と
お
ぽ
し
い
。

馬
に
乗
り
、
駆
け
付
け
る
時
宗
の
姿
は
、
草
摺
引
と
と
も
に
『
絵
本
写
宝
袋
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
和
田
酒
盛
證
の
絵
画
化
の
展
開

に
お
い
て
重
要
な
場
面
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
に
歌
舞
伎
『
矢
の
根
』
で
も
扱
わ
れ
、
最
終
的
に
は
、
浮
世
絵
の
画
題
と
し
て
も

（
Ⅳ
）

定
着
す
る
。
舞
の
本
の
挿
絵
は
、
そ
の
早
い
例
で
あ
る
と
目
さ
れ
る
。
本
文
と
挿
絵
と
、
双
方
か
ら
舞
の
本
の
影
響
力
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
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こ
こ
ま
で
草
摺
引
の
場
面
を
中
心
に
し
て
、
絵
入
版
本
『
曾
我
物
語
』
の
挿
絵
と
舞
の
本
『
和
田
酒
盛
』
の
関
係
を
見
て
き
た
。
次
に

『
和
田
酒
盛
』
か
ら
古
浄
瑠
璃
正
本
『
わ
だ
ざ
か
も
り
』
（
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉
刊
天
下
一
さ
つ
ま
太
夫
・
山
本
九
兵
衛
板
。
以

下
、
古
浄
瑠
璃
本
と
略
す
）
へ
の
展
開
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
・
古
浄
瑠
璃
に
お
い
て
も
、
和
田
酒
盛
證
が
人
気
を
博
し
て
い
た
こ
と
は
、

古
浄
瑠
璃
本
と
同
名
の
正
本
（
太
夫
未
詳
・
正
本
や
五
兵
衛
板
）
が
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

加
え
て
、
寛
文
十
一
年
〈
一
六
七
二
刊
『
ど
う
け
わ
だ
』
（
か
げ
ゆ
源
右
衛
門
・
驫
屋
喜
兵
衛
板
）
、
土
佐
少
橡
『
風
流
和
田
酒
盛
』
と

い
っ
た
正
本
の
刊
行
も
ふ
ま
え
る
な
ら
、
『
和
田
酒
盛
』
の
享
受
は
、
古
浄
瑠
璃
に
な
っ
て
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
旧
）

舞
の
本
と
古
浄
瑠
璃
本
が
依
拠
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
横
山
重
氏
に
よ
る
解
題
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
文
を
比
較
す
る

限
り
、
首
肯
す
べ
き
指
摘
だ
が
、
挿
絵
に
関
し
て
は
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
図
に
注
目
し
た
い
。
一
点
目
は
、
前
章
で

述
べ
た
時
宗
が
馬
で
駆
け
つ
け
る
場
面
、
二
点
目
は
、
虎
が
祐
成
と
義
盛
の
間
で
葛
藤
す
る
く
だ
り
に
挿
入
さ
れ
た
楊
貴
妃
の
双
六
の
場

ま
ず
は
前
者
か
ら
検
討
し
よ
う
。
本
文
の
展
開
は
、
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
締
め
く
く
り
の
一
文
が
異
な
っ
て
い
る
。
舞
の
本
で
は
、
時
宗

の
心
中
に
言
及
し
、
「
明
日
は
無
間
果
羅
国
の
閻
浮
の
塵
と
も
成
ら
ば
成
れ
、
今
日
に
を
ひ
て
、
時
宗
、
あ
つ
、
頼
も
し
く
見
え
に
け
る
」

と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
古
浄
瑠
璃
本
で
は
、
「
あ
つ
は
れ
、
鬼
神
も
か
う
や
ら
ん
と
、
み
な
か
ん
ぜ
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
れ
」
と
い

面
で
あ
る
。

我
物
の
舞
曲
は
単
線
的
な
影
響
関
係
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
出
版
文
化
を
基
盤
と
す
る
絵
入
本
制
作
の
局
面
で
は
、
両
者
は
、
補

完
し
合
っ
て
、
新
た
な
曾
我
兄
弟
の
物
語
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

四
、
楊
貴
妃
の
双
六
説
話
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
古
浄
瑠
璃
正
本
の
挿
絵
形
成
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の
人
物
像
は
、
こ
の
時
期
特
一

致
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

旧
来
、
古
浄
瑠
璃
正
本
の
一

う
古
浄
瑠
璃
の
常
套
句
で
語
り
お
さ
め
る
。
こ
れ
ら
本
文
の
様
相
か
ら
は
、
古
浄
瑠
璃
本
の
挿
絵
も
依
拠
関
係
に
あ
る
と
ひ
と
ま
ず
想
定

さ
れ
る
。
し
か
し
、
前
章
の
考
察
を
参
照
し
つ
つ
、
再
度
、
古
浄
瑠
璃
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
斑
模
様
の
馬
に
注
目
す
る
と
、
舞
の
本
の

挿
絵
で
は
な
く
、
寛
文
三
年
版
の
『
曾
我
物
語
』
の
挿
絵
（
図
９
）
に
よ
り
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
岨
）
。
む
ろ
ん
、
時
宗

の
人
物
像
は
、
こ
の
時
期
特
有
の
誇
張
さ
れ
た
容
貌
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
姿
形
と
馬
の
図
様
は
、
寛
文
三
年
版
『
曾
我
物
語
』
と
の
一

旧
来
、
古
浄
瑠
璃
正
本
の
本
文
が
舞
曲
に
拠
る
場
合
、
無
条
件
に
舞
の
本
と
の
関
係
が
肯
定
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
本
挿
絵
の
事
例
か

ら
は
挿
絵
の
形
成
は
必
ず
し
も
舞
の
本
に
ま
で
遡
る
必
要
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
舞
の
本
か
ら
古
浄
瑠
璃
正
本
へ
と
い

う
展
開
に
お
い
て
、
挿
絵
は
本
文
と
は
別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

次
に
楊
貴
妃
の
双
六
説
話
の
挿
絵
を
見
て
お
く
。
虎
と
母
親
の
応
酬
の
な
か
に
挿
入
さ
れ
た
楊
貴
妃
と
双
六
に
関
す
る
説
話
に
つ
い
て

（
旧
）

は
、
藤
井
奈
都
子
氏
ら
の
考
察
が
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
楊
貴
妃
と
双
六
で
対
す
る
「
ぐ
し
君
」
が
舞
曲
『
和
田
酒
盛
』
で
新
た
に
設

け
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
古
浄
瑠
璃
本
に
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
舞
曲

（
釦
）

で
は
挿
絵
に
な
り
に
く
い
こ
の
場
面
が
、
古
浄
瑠
璃
本
の
挿
絵
で
は
、
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
旧
）
。

こ
の
挿
絵
に
関
し
て
参
照
し
た
い
の
が
、
先
の
『
曾
我
物
語
』
と
同
じ
く
寛
文
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
古
浄
瑠
璃
正
本
『
楊
貴
妃
物
語
』

（
西
澤
太
兵
衛
板
）
の
挿
絵
で
あ
る
（
図
腔
）
。
『
楊
貴
妃
物
語
』
は
、
古
浄
瑠
璃
正
本
の
形
式
を
備
え
な
が
ら
も
、
物
語
草
子
と
し
て
刊

（
副
）

行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
に
半
丁
で
、
楊
貴
妃
と
「
ぐ
し
君
」
、
玄
宗
皇
帝
と
い
っ
た
人
物
を
配
し
、
そ
の
姿
形
と
構
図
の
対
応

か
ら
一
見
し
て
両
者
が
依
拠
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
楊
貴
妃
と
「
ぐ
し
君
」
は
、
古
浄
瑠
璃
や
仮
名
草
子
と
い
っ
た
近
世
前
期

（
犯
）

文
芸
の
な
か
で
美
女
の
代
名
詞
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
古
浄
瑠
璃
本
の
挿
絵
で
新
た
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
も
、
ま
ず
そ

う
し
た
美
女
の
イ
メ
ー
ジ
の
定
着
と
関
わ
っ
て
い
る
と
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
事
例
を
追
加
す
れ
ば
、
古
浄
瑠
璃
正
本
『
く
わ

-108-



和田酒盛謂考

双
五
六
は
、
異
朝
の
子
建
と
い
ふ
人
の
つ
く
り
い
だ
し
給
へ
り
。
（
中
略
）
上
古
に
は
犀
の
角
を
き
っ
て
、
つ
か
ひ
し
な
り
。
か
る

が
ゆ
へ
に
さ
い
と
は
な
づ
く
る
也
。
し
か
る
を
玄
宗
皇
帝
、
ぐ
し
君
と
楊
貴
妃
、
一
二
の
位
を
さ
だ
め
給
ふ
に
双
五
六
の
勝
負
を
も

っ
て
き
は
ま
る
ほ
ど
に
、
お
り
は
に
成
け
れ
ば
、
一
は
う
に
は
、
重
三
を
こ
へ
り
。
又
、
一
は
う
に
は
重
四
を
乞
給
へ
り
。
た
が
ひ

に
汗
を
に
ぎ
り
て
う
ち
給
ふ
に
、
こ
の
犀
、
両
目
の
乞
目
を
そ
む
き
て
、
筒
の
内
に
て
、
二
つ
づ
つ
に
わ
れ
て
四
つ
に
成
て
ぞ
出
た

り
け
る
。
皇
帝
、
御
覧
じ
て
、
さ
て
も
、
や
さ
し
き
さ
い
か
な
。
勝
負
を
見
せ
ぬ
、
こ
こ
ろ
ざ
し
こ
そ
大
切
な
れ
。
賞
ぜ
す
ん
ば
あ

る
べ
か
ら
ず
と
て
、
み
づ
か
ら
、
さ
い
の
目
に
朱
を
さ
し
給
ひ
し
よ
り
、
朱
三
朱
四
と
は
よ
び
け
る
也
。
そ
れ
よ
り
も
、
さ
い
の
字

を
あ
ら
た
め
て
才
と
か
く
と
い
ふ
説
侍
り
。
こ
の
文
字
は
か
し
こ
し
と
よ
め
ば
な
り
。
凡
、
こ
の
国
に
き
た
り
て
も
、
双
五
六
は
、

官
女
の
も
て
あ
そ
ぶ
わ
ざ
と
見
え
た
り
。
（
仮
名
草
子
集
成
）

『
枯
杭
集
』
が
、
舞
の
本
と
古
浄
瑠
璃
本
、
い
ず
れ
に
拠
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
楊
貴
妃
と
「
ぐ
し
君
」
の
双
六
説
話
が
採

ら
れ
て
い
る
点
は
、
和
田
酒
盛
證
の
享
受
の
一
端
を
知
る
上
で
注
意
さ
れ
る
。
同
様
に
、
和
田
酒
盛
證
を
通
じ
て
楊
貴
妃
の
双
六
説
話
を

享
受
し
た
例
は
、
島
津
義
久
に
仕
え
た
上
井
覚
兼
の
著
作
『
伊
勢
守
心
得
書
』
天
正
九
年
（
一
五
八
二
）
十
月
廿
九
日
条
に
も
見
え
、
絵

入
本
以
前
か
ら
和
田
酒
盛
諄
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
古
浄
瑠
璃
や
説
経
で
は
、
奨
噌
や
張
良
、
王
昭
君
と
い
っ
た
中
国
の
人
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
正
本
が
寛

（
”
）

文
期
を
中
心
に
し
て
制
作
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
古
浄
瑠
璃
本
に
お
い
て
、
楊
貴
妃
と
「
ぐ
し
君
」
が
並
ぶ
場
面
が
描
か
れ
た
の
も
そ
う

し
た
動
向
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
。
先
述
の
ご
と
く
、
『
楊
貴
妃
物
語
』
は
、
古
浄
瑠
璃
正
本
と
し
て
は
直
裁
に
太
夫
と
の
関
与
が

て
き
船
軍
』
（
万
治
三
年

と
「
ぐ
し
君
」
が
登
場
十

に
揃
っ
て
言
及
さ
れ
る
。

“
治
三
年
〈
一
六
六
○
〉
刊
）
の
五
段
目
に
は
、
楊
貴
妃
の
物
語
と
あ
わ
せ
て
「
ぐ
し
き
み
は
情
け
の
深
き
上
臘
に
て
」

が
登
場
す
る
。
ま
た
、
『
枯
杭
集
』
（
寛
文
六
年
〈
一
六
六
六
〉
刊
）
巻
一
・
十
二
「
双
六
」
で
は
、
両
者
が
挿
絵
と
と
も
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見
出
し
に
く
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
物
語
草
子
色
の
強
い
古
浄
瑠
璃
正
本
と
の
関
わ
り
は
、
和
田
酒
盛
證
の
新
生
と
い
う
面
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
古
浄
瑠
璃
正
本
の
挿
絵
の
形
成
の
事
例
と
し
て
も
注
目
に
値
す
る
。
な
お
、
古
浄
瑠
璃
本
に
続
く
、
『
ど
う
け
わ
だ
』
で
は
、

（
型
）

遊
女
の
高
尾
と
吉
野
が
双
六
を
す
る
筋
立
て
に
改
変
さ
れ
て
お
り
、
挿
絵
で
は
遊
女
二
人
が
双
六
を
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
に
至
る
。
こ

れ
は
早
く
『
露
殿
物
語
』
で
、
露
殿
が
妻
と
吉
野
の
太
夫
と
の
間
で
葛
藤
す
る
場
面
で
、
楊
貴
妃
と
「
ぐ
し
君
」
の
双
六
の
説
話
を
引
く

志
向
と
軌
を
一
に
す
る
と
み
ら
れ
る
。
和
田
酒
盛
證
の
枠
組
み
を
活
か
し
つ
つ
、
寛
文
期
の
読
者
の
興
味
に
適
合
す
る
要
素
と
し
て
、
楊

貴
妃
と
「
ぐ
し
君
」
が
双
六
を
す
る
と
い
う
場
面
の
絵
画
化
が
な
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

古
浄
瑠
璃
本
に
お
け
る
二
つ
の
挿
絵
の
検
討
か
ら
は
、
本
文
は
舞
曲
に
拠
り
な
が
ら
も
挿
絵
は
同
時
代
の
絵
入
本
を
援
用
し
て
、
物
語

を
刷
新
す
る
と
い
う
営
為
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
太
夫
の
関
与
の
問
題
を
含
め
、
書
津
の
は
た
し
た
役
割
の
解
明
が
次
の
課
題
と
し

以
上
、
雑
駁
な
が
ら
、
絵
入
古
活
字
本
の
挿
絵
を
端
緒
に
し
て
、
和
田
酒
盛
證
の
挿
絵
に
お
け
る
展
開
の
一
端
を
探
っ
て
き
た
。
本
文

の
継
承
か
ら
は
、
『
曾
我
物
語
』
か
ら
舞
曲
『
和
田
酒
盛
』
へ
、
舞
曲
『
和
田
酒
盛
』
か
ら
古
浄
瑠
璃
正
本
『
わ
だ
ざ
か
も
り
」
へ
と
い

う
連
続
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
確
認
で
き
る
。
だ
が
、
挿
絵
に
関
し
て
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
同
時
代
の
制
作
環
境
や
読
者
の
志
向
を
受
け
た

刷
新
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
曾
我
物
語
』
で
あ
り
な
が
ら
舞

の
本
の
要
素
を
備
え
た
寛
文
三
年
版
『
曾
我
物
語
」
の
出
現
で
あ
ろ
う
。
古
浄
瑠
璃
本
へ
の
影
響
を
含
め
、
寛
文
三
年
版
は
、
『
曾
我
物

語
』
の
近
世
文
芸
へ
の
展
開
を
知
る
上
で
指
標
の
一
つ
と
な
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
挿
絵
の
改
訂
や
更
新
が
書
物
を
送
り

（
泌
）

て
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
、
ま
と
め
に
か
え
て
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先
学
の
精
微
な
本
文
研
究
の
成
果
に
比
し
て
、
挿
絵
に
注
目
し
た
語
り
物
文
芸
の
研
究
は
未
だ
基
本
的
な
課
題
を
多
く
残
し
て
い
る
。

個
別
の
事
例
の
読
解
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
な
ぜ
か
く
も
長
く
語
り
物
文
芸
が
絵
巻
や
絵
入
本
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
人
び
と
に
求

め
ら
れ
た
の
か
を
巨
視
的
に
問
う
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
続
稿
を
期
し
た
い
。

問
題
と
し
て
追
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

出
す
書
津
の
営
み
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
新
た
な
『
曾
我
物
語
』
の
絵
入
本
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
を
読
者
の
文
化
環
境
の

（
４
）
荒
木
繁
「
曽
我
物
の
幸
若
無

麻
原
美
子
「
曽
我
物
舞
曲
」

（
５
）
注
１
前
掲
、
岡
論
文
参
照
。

〔
注
〕

（
１
）
村
上
学
「
諸
版
本
と
挿
絵
」
（
『
曽
我
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
風
間
書
房
、
一
九
八
四
年
）
、
小
井
士
守
敏
「
絵
入
版
本
『
曾
我
物

語
』
に
つ
い
て
ｌ
寛
永
頃
無
刊
記
整
版
と
寛
文
三
年
刊
本
の
挿
絵
の
検
討
」
（
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
二
十
五
号
、
一
九
九
七
年

八
月
）
、
岡
雅
彦
「
古
活
字
版
『
曽
我
物
語
』
の
絵
組
に
つ
い
て
」
（
「
か
が
み
」
三
十
二
・
三
十
三
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）
。

（
２
）
小
林
健
二
「
幸
若
舞
曲
の
絵
画
的
展
開
」
（
『
中
世
劇
文
学
の
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
二
○
○
一
年
）
、
同
「
幸
若
舞
曲
と
お
伽
草

子
」
（
『
お
伽
草
子
百
花
練
乱
』
笠
間
書
院
、
二
○
○
八
年
）
．
な
お
、
拙
稿
「
語
り
物
と
絵
画
の
交
錯
ｌ
絵
入
本
『
烏
帽
子
折
』

小
考
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
七
十
四
巻
十
号
、
二
○
○
九
年
十
月
）
で
は
、
近
年
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

（
３
）
注
１
前
掲
、
村
上
論
文
参
照
。
な
お
、
寛
文
三
年
版
の
舞
の
本
の
摂
取
に
関
し
て
は
、
注
１
前
掲
、
小
井
土
論
文
に
も
言
及
が
あ

る
0

「
曽
我
物
の
幸
若
舞
曲
と
「
曽
我
物
語
」
」
（
『
語
り
物
と
近
世
の
劇
文
学
』
櫻
楓
社
、

十
「
曽
我
物
舞
曲
」
（
『
幸
若
舞
曲
考
』
新
典
社
、
一
九
八
○
年
）
。

一
九
九
三
年
・
初
出
一
九
七
七
年
）
、
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（
岨
）
曾
我
物
語
屏
風
に
関
し
て
は
、
井
澤
英
理
子
「
曽
我
物
語
図
考
’
一
双
屏
風
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
美
術
榛
稿
』
明
徳
出
版

社
、
一
九
九
八
年
）
を
始
め
と
す
る
一
連
の
論
考
が
備
わ
る
。
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
も
参
照
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
咽
）
太
田
昌
子
・
大
西
廣
「
語
り
物
文
化
の
巨
大
水
脈
」
（
朝
日
百
科
『
国
宝
と
歴
史
の
旅
』
八
、
朝
日
新
聞
社
、
二
○
○
○
年
）
で

は
、
『
大
職
冠
』
を
事
例
に
、
幸
若
舞
・
古
浄
瑠
璃
と
い
っ
た
語
り
物
が
絵
画
メ
デ
ィ
ア
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
展
開
し
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。
『
曾
我
物
語
』
の
場
合
に
も
十
分
に
検
討
に
値
す
る
視
座
で
あ
る
。

（
Ｍ
）
注
４
前
掲
、
麻
原
論
文
参
照
。
須
田
悦
生
「
和
田
酒
盛
證
の
構
成
と
展
開
」
（
『
伝
承
文
学
の
視
界
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
四
年
）
。

（
脂
）
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
朝
日
奈
』
で
は
朝
比
奈
の
大
力
を
あ
ら
わ
す
表
現
と
し
て
、
舞
曲
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
し
か
る
に
こ
の
あ
さ
い
な
の
三
郎
は
、
む
ま
れ
つ
き
の
力
、
人
に
す
ぐ
れ
て
い
か
め
し
く
、
せ
い
の
た
か
さ
は
七
尺
、
ま
な
こ

（
Ⅲ
）
盛
田
嘉
徳
「
千
秋
万
歳
の
研
究
」
（
『
中
世
賤
民
と
雑
芸
能
の
研
究
』
・
雄
山
閣
、
一
九
七
四
年
）
、
山
路
興
造
「
被
差
別
民
芸
能
の

変
遷
」
（
「
翁
の
座
ｌ
芸
能
民
た
ち
の
中
世
』
平
凡
社
、
一
九
九
○
年
）
。

（
ｕ
）
絵
馬
に
は
、
絵
師
や
奉
納
者
の
名
前
や
年
次
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
後
文
芸
の
享
受
環
境
を
探
る
上
で
も
重
要
な
史
料

に
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
先
駆
的
な
試
み
に
、
藤
岡
道
子
「
狂
言
絵
馬
を
読
む
」
（
「
聖
母
女
学
院
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
三
十
五
号
、

二
○
○
六
年
三
月
）
が
あ
る
。

へへへへ

9876
…………

土
居
次
義
「
長
谷
川
久
蔵
の
絵
馬
」
（
『
近
世
日
本
絵
画
の
研
究
』
美
術
出
版
社
、
一
九
七
○
年
）
。

斉
藤
研
一
「
「
朝
比
奈
島
遊
び
」
を
読
む
」
（
隔
月
刊
「
文
学
」
十
巻
五
号
、
二
○
○
九
年
九
・
十
月
）
。

岩
切
友
里
子
「
絵
馬
図
譜
と
武
者
絵
本
」
（
『
江
戸
の
絵
本
ｌ
画
像
と
テ
キ
ス
ト
の
綾
な
せ
る
世
界
』
八
木
書
店
、
二
○
一
○
年
）
。

個
人
蔵
「
武
者
絵
屏
風
」
六
曲
一
双
・
七
尾
美
術
館
『
長
谷
川
等
伯
展
ｌ
信
春
か
ら
等
伯
へ
の
軌
跡
』
（
七
尾
美
術
館
、
二
○
○

個
人
蔵
「
武
者
“

九
年
）
に
採
録
。
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（
旧
）
藤
井
奈
都
子
「
『
和
田
宴
』
注
釈
」
（
『
幸
若
舞
曲
研
究
』
八
巻
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
四
年
）
、
坂
井
田
ひ
と
み
「
楊
貴
妃
・
虞

子
君
の
手
に
ふ
れ
て
」
に
つ
い
て
」
（
「
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
」
十
七
号
、
一
九
九
四
年
六
月
）
、
渡
瀬
淳
子
「
楊
貴
妃
の
双

六
」
（
ア
ジ
ア
遊
学
『
も
う
一
つ
の
古
典
知
』
勉
誠
出
版
、
二
○
一
二
年
）
。

（
別
）
舞
の
本
『
和
田
酒
盛
」
や
注
岨
前
掲
国
会
本
や
静
岡
市
立
芹
澤
蛙
介
美
術
館
本
で
は
、
こ
の
場
面
の
挿
絵
は
確
認
で
き
な
い
。
た

だ
し
、
藤
井
奈
都
子
氏
は
、
楊
貴
妃
の
双
六
説
話
を
描
い
た
と
お
ぽ
し
い
断
簡
を
一
見
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
（
「
曲
目
解
説

和
田
酒
盛
」
『
幸
若
舞
曲
研
究
事
典
』
三
弥
井
書
店
、
二
○
○
四
年
）
。
今
後
、
事
例
の
追
加
が
期
待
さ
れ
る
。

の
針
に
こ
と
な
ら
ず
。
さ
れ
ば
弓
矢
と
り
て
は
、
将
門
、
純
友
に
も
こ
へ
つ
く
し
。
」
本
書
の
翻
刻
は
、
徳
竹
由
明
「
東
京
大
学

国
文
学
研
究
室
蔵
奈
良
絵
本
『
朝
日
奈
』
解
題
・
翻
刻
」
（
「
三
田
国
文
」
三
十
四
号
、
二
○
○
一
年
九
月
）
に
拠
る
。
な
お
、

表
記
は
一
部
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
肥
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
三
草
紙
絵
巻
』
四
軸
の
内
に
『
和
田
酒
盛
』
が
あ
る
。
『
三
草
紙
絵
巻
』
は
、
現
在
絵
巻
の
体
裁
だ
が
、

’
本
来
は
横
型
の
絵
入
り
写
本
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
絵
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
倉
治
彦
・
馬
場
萬
夫
「
当
館
所
蔵
の
丹
緑
本

・
奈
良
絵
本
な
ど
」
（
「
参
考
書
誌
研
究
」
九
号
、
一
九
七
四
年
五
月
）
参
照
。
村
上
学
「
和
田
酒
盛
二
種
」
（
『
国
文
学
未
翻
刻
資

料
集
』
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
）
に
翻
刻
が
備
わ
る
。

（
Ⅳ
）
歌
川
国
芳
「
曽
我
五
郎
」
、
月
岡
芳
年
「
曽
我
時
致
乗
馬
駆
大
磯
」
な
ど
の
作
例
が
知
ら
れ
る
。
渋
谷
区
立
松
涛
美
術
館
編
『
武

者
絵
江
戸
の
英
雄
大
図
鑑
』
（
二
○
○
三
年
）
参
照
。

（
肥
）
横
山
重
編
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
』
第
三
（
角
川
書
店
、
一
九
六
四
年
）
。
注
Ⅲ
前
掲
須
田
論
文
で
は
さ
ら
に
大
頭
系
の
本
文
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

の
ひ
か
り
は
、
ほ
し
に
に
た
り
。
額
に
お
ふ
る
あ
を
す
ち
は
、
松
を
か
ら
め
る
藤
の
ご
と
く
、
胸
に
お
ふ
る
力
毛
は
、
あ
か
が
ね
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本
稿
は
、
若
手
共
同
研
究
「
語
り
物
の
絵
画
化
と
享
受
環
境
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
ｌ
〈
曾
我
物
語
〉
を
題
材
と
す
る
絵
入
本
・
絵
巻
・

屏
風
の
考
察
を
中
心
に
し
て
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
の
図
版
に
関
し
て
は
、
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
転
載
で
あ
る
。
掲
載
の
許
可
を
頂
い
た
国
会
図
書
館
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

〔
付
記
〕

重
）
安
田
富
貴
子
『
古
浄
瑠
璃
ｌ
太
夫
の
受
領
と
そ
の
時
代
』
（
八
木
書
店
、
一
九
九
八
年
）
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
図
書
館

蔵
本
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
妬
）
注
１
前
掲
、
小
井
士
論
文
や
、
出
口
久
徳
「
寛
文
期
の
『
平
家
物
語
』
ｌ
寛
文
十
二
年
版
「
平
家
物
語
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
」

（
「
日
本
文
学
」
五
十
一
巻
十
号
、
二
○
○
二
年
十
月
）
、
林
真
人
「
草
子
本
『
さ
ん
せ
う
太
夫
物
語
』
に
見
る
寛
文
期
草
子
屋
の

活
動
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
三
十
八
号
、
二
○
一
二
年
三
月
）
な
ど
、
寛
文
期
の
絵
入
本
に
関
す
る
研
究
成
果
が
重
ね

ら
れ
つ
つ
あ
る
。
筆
者
も
、
正
本
が
挿
絵
入
り
で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
の
実
質
的
な
意
義
を
、
軍
記
物
の
挿
絵
、
近
世
絵
本
等
の
関

連
す
る
諸
分
野
を
視
野
に
お
さ
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（
別
）
横
山
重
編
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
」
第
三
（
角
川
書
店
、
一
九
六
四
年
）
、
小
林
健
二
「
楊
貴
妃
物
語
」
（
『
お
伽
草
子
事
典
』
東
京

堂
出
版
、
二
○
○
二
年
）
参
照
。
小
林
氏
は
、
刊
年
の
部
分
が
本
文
や
本
屋
を
示
す
部
分
と
書
体
が
異
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
寛

文
三
年
版
以
前
の
明
暦
頃
に
元
版
が
出
版
さ
れ
た
か
と
す
る
。

（
躯
）
注
灼
前
掲
、
藤
井
論
文
及
び
坂
井
田
論
文
参
照
。

（
羽
）
拙
稿
「
出
版
と
絵
画
ｌ
説
経
正
本
『
王
照
君
」
を
端
緒
に
し
て
ｌ
」
（
『
漢
文
文
化
圏
の
説
話
世
界
』
竹
林
舎
、
二
○
一
○
年
）
参

昭
峪
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和田酒盛諄考

罫繁

蕊ii#＃'i､,'
図1絵入古活字本「曾我物語』

（国文学研究資料館蔵）

図3正保3年版『曾我物語』

（国立国会図書館蔵）

図2長谷川久蔵筆「朝比奈草摺曳図」

（『絵馬清水寺」からの転載）
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図4「絵本写宝袋」

(『橘守国絵本選集』から転載）

鵜
稗一虚

図5舞の本『和田酒盛」

(新古典大系「舞の本」から転載）

,']…

溌議識蕊蕊灘 議譲灘議蕊
図6『和田酒盛」（『三草紙絵巻」の内）

国立国会図書館蔵
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和田酒盛證考
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咄
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図7舞の本「和田酒盛」

(新古典大系『舞の本』から転載）

図8絵入古活字本『曾我物語」

（国文学研究資料館蔵）
胃,…冨蜜,溌鍛辮唖埋篭蕊詮…鑑溌識一蕊諺等興ず夢-

図9寛文3年版「曾我物語」

（国立国会図書館蔵）

図1(）寛文3年版『曾我物語』

（国立国会図書館蔵）
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図11寛文3年版『曾我物語」

（国立国会図耆館蔵）

図13「わだざかもり」

（国立国会図書館蔵）
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図12「わだざかもり』

（国立国会図書館蔵）

図14「楊貴妃物語』

(|王|立国会図書館蔵）


